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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月14日(2017.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が１０ショアＣから７０ショアＣの範囲であり、かつ
、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が２０
ショアＣから９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現し、さ
らに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項２】
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ
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ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒと同じか小さくて負の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が１０ショアＣから７０ショアＣの範囲であり、かつ
、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が２０
ショアＣから９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現し、さ
らに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項３】
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣと同じか小さくてゼロまたは負
の硬度勾配を実現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が１０ショアＣから７０ショアＣの範囲であり、かつ
、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が２０
ショアＣから９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現し、さ
らに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　ここに記述され図説された組成物、および、ゴルフボール製品は、単に、この発明のい
くつかの実施例を表すだけであることに留意されたい。当該組成物および製品について種
々の変更や付加を、この発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、行えることは当業
者が理解するところである。そのような実施例のすべては添付の特許請求の範囲によりカ
バーされることを理解されたい。
　以下、ここで説明した技術的特徴を列挙する。
［技術的特徴１］
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
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アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
かつ、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が
約２０ショアＣから約９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実
現し、さらに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
［技術的特徴２］
　上記非酸ポリマーは、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド
、ポリエステル、ポリエーテル、ポリビニルクロライド、ポリビニルアセテート、ポリイ
ミド、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレンジエンゴム、スチレンブロックコポ
リマーゴム、アルキルアクリレートゴム、およびこれらの混合物からなるグループから選
択される技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴３］
　上記非酸ポリマーは、ポリアミド６；ポリアミド６，６；ポリアミド６，１０；ポリア
ミド６，１２；ポリアミド１１；ポリアミド１２；ポリアミド６，９；およびポリアミド
４，６およびこれらのコポリマーおよびブレンドからなるグループから選択される技術的
特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴４］
　上記非酸ポリマーは、ポリエーテル－アミドブロックコポリマー、ポリエステル－ポリ
エーテルブロックコポリマーおよびこれらの混合物からなるグループから選択される技術
的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴５］
　上記第１の熱可塑性材料は、約３から約５０重量％の可塑剤を有する技術的特徴１記載
のゴルフボール。
［技術的特徴６］
　上記可塑剤は脂肪酸エステルである技術的特徴５記載のゴルフボール。
［技術的特徴７］
　上記可塑剤は、メチルオレエート、エチルオレエート、プロピルオレエート、ブチルオ
レエート、およびオクチルオレエート、ならびにこれらの混合物からなるグループから選
択されるアルキルオレエートである技術的特徴６記載のゴルフボール。
［技術的特徴８］
　上記第２の熱可塑性材料は、ａ）エチレンとα，β－不飽和カルボン酸とのコポリマー
で、オプションとして、アルキルアクリレートおよびメタクリレートからなるグループか
ら選択された柔軟化モノマーを含むもの；ｂ）可塑剤；およびｃ）材料中に存在する全酸
基の約０から約１００％を中和するのに十分な量だけ存在するカチオン源を有する技術的
特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴９］
　上記第２の熱可塑性材料は、酸基の７０％より多くが中和されるように当該酸基を含む
エチレン酸コポリマーを有する技術的特徴８記載のゴルフボール。
［技術的特徴１０］
　上記酸基の９０％以上が中和される技術的特徴９記載のゴルフボール。
［技術的特徴１１］
　上記エチレン酸コポリマーは、エチレン／（メタ）アクリル酸／ｎ－ブチル（メタ）ア
クリレート；エチレン／（メタ）アクリル酸／エチルアクリレート；エチレン／（メタ）
アクリル酸／メチルアクリレート；エチレン／（メタ）アクリル酸／ｎ－ブチル（メタ）
アクリレート；および、エチレン／（メタ）アクリル酸／イソブチルアクリレートのコポ
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リマーからなるグループから選択される技術的特徴１０記載のゴルフボール。
［技術的特徴１２］
　上記第２の熱可塑性材料は、ポリエステル；ポリアミド；ポリアミド－エーテル；ポリ
アミド－エステル；ポリウレタン、ポリ尿素；フルオロポリマー；ポリスチレン；ポリプ
ロピレン；ポリエチレン；ポリビニルクロライド；ポリビニルアセテート；ポリカーボネ
ート；ポリビニルアルコール；ポリエステル－エーテル；ポリエーテル；ポリイイド、ポ
リエーテルケトン、ポリアイドイミド；およびこれらお混合物からなるグループから選択
される技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１３］
　上記内側コアは、約０．１００から約０．８００インチの範囲の直径を有し；上記Ｈｉ

ｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約１５ショアＣから約９０ショアＣの範
囲である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１４］
　上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣは約２０ショアＣから約８５ショアＣの範囲であ
り、上記を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣが約３０ショアＣから
約９５ショアＣの範囲である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１５］
　上記内側コアの上記中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）は約３０ショ
アＣから約６５ショアＣの範囲であり、上記外側コア層の上記外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅ

ｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は約４０ショアＣから約９０ショアＣの範囲であり、
上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現する技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１６］
　当該ボールは約２５から約５５の範囲の圧縮を有する技術的特徴１記載のゴルフボール
。
［技術的特徴１７］
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒと同じか小さくて負の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
かつ、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が
約２０ショアＣから約９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実
現し、さらに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
［技術的特徴１８］
　上記非酸ポリマーは、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド
、ポリエステル、ポリエーテル、ポリビニルクロライド、ポリビニルアセテート、ポリイ
ミド、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレンジエンゴム、スチレンブロックコポ
リマーゴム、アルキルアクリレートゴム、およびこれらの混合物からなるグループから選
択される技術的特徴１７記載のゴルフボール。

［技術的特徴１９］
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　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣと同じか小さくてゼロまたは負
の硬度勾配を実現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
かつ、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が
約２０ショアＣから約９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実
現し、さらに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
［技術的特徴２０］
　上記非酸ポリマーは、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド
、ポリエステル、ポリエーテル、ポリビニルクロライド、ポリビニルアセテート、ポリイ
ミド、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレンジエンゴム、スチレンブロックコポ
リマーゴム、アルキルアクリレートゴム、およびこれらの混合物からなるグループから選
択される技術的特徴１９記載のゴルフボール。
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